原発事故の教材化
１．単元　　５　国土の環境を守る　～１　国土の開発と自然　公害からくらしを守る
　　　　　　　　小学校５年社会科（日本文教出版下）
２．主題設定の理由
原子力発電は，いったん事故が起きると放射能汚染が止まらず，何十年も被害が続く。命，環境
を守る視点から，目先の原子力利用よりも，脱原発を進めることが大切であることをつかませる。
○教材化の視点：(1)原発事故の被害―①②③④⑤
３．指導計画（８時間扱い）
第１次　琵琶湖の自然はだいじょうぶなのか…………１時間

　　第２次　自然をとりもどすのに，どんな取り組みがおこなわれてきたのか…………３時間

　　第３次　公害からくらしを守るために，何をすることが必要なのか…………３時間（本時２/３）
　　第４次　地球は，ほんとうにあたたかくなっているの……………１時間

４．ねらい　
○原発事故の放射線被害の恐ろしさについて知り，原子力発電のありようを考える。
５．学習の展開
	学習内容
	指導上の留意点
	資料

	1.東日本大震災によって福島の子どもたちがどんなになっているのか知っていることを発表する。

2.世界の被ばくについて知る。

・スリーマイル島原発事故

・チェルノブイリ原発事故

・福島第一原発事故
・生活，仕事への被害

・農産物，水産物への被害

・学校，子どもの被害

・差別と偏見

3. 原子力発電の課題について考える。
　○賛成意見
・Ｃｏ２を排出しない。
　　　（実際はウランの採掘・製錬などの時に排出する）

　　・低コスト
　　　（事故の補償を考えたら高くつ
く）

　　・安定して大量の電力を供給でき

る。
　○反対意見
　　・事故による放射線被害
・放射線の厳しい管理が必要
　　・放射性廃棄物処理が不十分
4.学習のふりかえり
	・農産物・海産物や牛肉の放射

能汚染
・人間の被曝

・校庭で遊べない。
・世界的規模での放射能汚染

　（いったん事故が起きると放射能汚染が止まらない。）
・何十年も被害が続く。今も影響が続いている。
・子どもたちが犠牲に

・命，環境を守る視点から，原子力利用がのぞましいかどうか考えさせる。
・インターネットや本などを利用して自分で調べさせるとよい。
・自分の考えを書かせる。
	・子どもたちの手紙
（資料１）
・福島原発による約80

㎞圏内の放射線量
の図（資料２）
・新聞記事（資料３）
・ワークシート



６．参考文献

　　○『核の世界地図』（青春出版社）
○『原発事故２０年チェルノブイリの現在』（柏書房）
○『福島原発震災のまち』（岩波書店）
○「原発事故のはなし」（日本環境教育学会）
　　○『アサヒグラフ　全記録　東北関東大震災』（朝日新聞出版）
　　○『世界一わかりやすい放射能の本当の話　子どもを守る編』（宝島社）
　　○『福島の子どもたちからの手紙～ほうしゃのうっていつなくなるの？』（朝日新聞出版）
